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【総 説】

無症候性健康成人男性（大学生）におけるクラミジア，淋菌，
human papillomavirusの陽性頻度

国 島 康 晴
札幌医科大学医学部泌尿器科＊

（平成 18年 11月 29日受付・平成 18年 12月 22日受理）

女性の性器クラミジア感染症では無症候性感染の頻度が高く問題となっている。一方，無症候性健康
成人男性においても，Chlamydia trachomatisが尿中から数％の頻度で検出されると報告されている。われ
われは無症候の健康男性ボランティアを対象とし，若年健康成人男性におけるクラミジア，淋菌，human
papillomavirus（HPV）という性感染症起炎微生物の検出頻度について検討した。同時に性感染症の既往，
過去 3カ月の性交回数，性的パートナー数，婚姻の有無，などについて無記名のアンケート調査を行っ
た。参加者は 204人で，20～24歳が全体の 2�3以上を占めていた。クラミジアは 204人中 7人（3.4％）に，
HPV中・高リスク型は 12人（5.9％）に，低リスク型は 1人（0.5％）に認められた。淋菌は分離されな
かった。204人の調査参加者においていわゆる sexually activeと考える男性は 150人（73.5％）であった。
性的活動の指標である性交回数およびパートナー数とクラミジアあるいは HPV陽性率との関係では，
これらの陽性者はいずれも sexually activeと考えられる 150人に認められた。Sexually activeと思われ
る男性におけるクラミジアの陽性率は 4.7％，HPVの陽性率は 8.0％であった。HPV陽性者ではパート
ナー数との相関が認められた。クラミジアの無症候感染は 204人の健康男性の 3.4％，いわゆる sexually
activeな男性の 4.7％に認められた。健康男性においてもクラミジアの無症候感染が存在することを確
認する結果であった。無症候性性感染症は，性的活動性を有する若年男性に認められ，決して無視でき
る頻度ではないことが確認された。
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papillomavirus

本邦の性感染症の総数は増加傾向にあると報告されてお
り１），多種の増加傾向にある性感染症のうち代表的な疾患は男
性の淋菌感染症と，女性の性器クラミジア感染症である。この
うち特にクラミジア感染症では以前より女性の無症候性感染
の頻度が 4～6％存在すると報告されており，さらに感染者が
若年化していることも問題とされている。一方，Imaiらは本
邦の健康成人男性においても Chlamydia trachomatisが尿中か
ら 7％検出されると報告２）している。これらの無症候性感染は
性感染症の連鎖を生み，本邦における性感染症の増加に深く
関与しているものと推測される。われわれは無症候の健康男
性ボランティアを対象とし，若年健康成人男性における C.

trachomatis，Neisseria gonorrhoeae，human papillomavirus（以
下 HPV）という性感染症起炎微生物の検出頻度について検討
した。われわれの検討結果と現在報告されている無症候性性
感染症の頻度につき報告する。

I． 札幌地区における調査
札幌近郊の大学生から健康男性ボランティアを公募

し，研究の目的，方法を文書にて説明し，同意を得た 204

人を対象とした。対象者は性感染症に関する排尿痛，尿
道異和感，尿道からの排膿などの症状を有していないこ
とを問診にて確認し，外陰部に潰瘍形成や腫瘤形成，疣
贅などの病変がないことを視診にて確認した。
対象者に，性生活に関するアンケート調査を実施した。

その内容は性感染症の既往，過去 3カ月の性交回数，性
的パートナー数，婚姻の有無とした。このアンケート結
果から過去 3カ月における性交回数が 1回もないと回答
したものを sexual inactiveとし，少なくとも 1回以上と
回答した対象者を sexual activeと定義した。
すべての対象者は初尿を検体として PCR法にて C.

trachomatis，N. gonorrhoeaeの検出を行った。HPVの検出
は以前報告３）した当教室の方法に準じ，対象者自身に生理
食塩水で浸した綿棒を用いて，亀頭部，環状溝，包皮を
擦り，それを検体として Hybrid Capture II法にて行っ
た。検出された HPVは DNA型から中・高リスク型（16，
18，31，33，35，39，45，51，52，56，58，59，68），と
低リスク型（6，11，41，43，44）に分類した。これらの
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Table 1. Detection rate of Chlamydia trachomatis in the asymptomatic men

Detection rateAgeNumberObjectCountryAuthor

7.0%18-31284College studentsJapanImai 2）

4.0%18.3479College studentsThailandChandeying 5）

2.5%231,252College studentsUnited statesSutton 6）

0.8%16-18381High school studentsUnited statesKent 7）

2.8%15-401,138CitizenNetherlandsMorre 8）

4.6%18-29388SoldierDenmarkvan den Brule 9）

4.1%221,024SoldierUnited statesBrodine 10）

4.1%27705SoldierAustriaStary 11）

4.7%22150College studentsJapanPresent study 12）

Table 2. Detection rate of Neisseria gonorrhoeae in the asymptomatic men

Detection rateAgeNumberObjectCountryAuthor

0.2%18.3479College studentsThailandChandeying 5）

0%16-18381High school studentsUnited statesKent 7）

0%221,024SoldierUnited statesBrodine 10）

0%22150College studentsJapanPresent study 12）

検査は三菱化学 BCLにて一括して施行した。
204人の対象者の平均は 22.5歳（中央値 22歳，18～35

歳）であり，そのうち 4人は既婚者であり残り 200人は
未婚であった。性感染症の既往があると答えた対象者は
14人（6.9％）であった。このうち淋菌性尿道炎の既往が
あったのは 5人であったが，今回の検討では全員が N.

gonorrhoeaeが陰性であった。クラミジア性尿道炎の既往
があったのは 4人であったが，このうち 1人は本検討で
C. trachomatisが陽性であった。6人は尿道炎の既往があ
ると答えたが，原因微生物は不明であった。尖形コンジ
ロームの既往があったのは 2人であったが本検討で
HPVは検出されなかった。
過去 3カ月における性交回数が 1回もないと回答した

sexual inactiveは 54人（26.5％）であった。Sexual active
な 150人（73.5％）における性交頻度は週に 3～5回が 12
人（5.9％），週に 1～2回が 56人（27.5％），月に 3～4
回が 31人（15.2％），月に 1～2回 30人（14.7％），月に
1回以下が 21人（10.3％）であった。性的パートナー数は
3人以上と回答したのは 6人（2.9％）で，2人と回答した
のは 1人（0.5％），1人と回答したのが 109人（53.4％）で，
88人（43.1％）は性的パートナーがいないと回答した。
初尿検体において C. trachomatisが陽性であったのは

204人中 7人（3.4％）であり，N. gonorrhoeaeが陽性であっ
た対象者はいなかった。HPVが検出されたのは 12人
（5.9％）であり，全例が中・高リスク型であった。2人
（1.0％）では C. trachomatis，HPVがともに陽性であっ
た。Sexual inactiveとした 56人で病原微生物が検出さ
れたものはいなかった。150人の sexual activeとされた
対象者では C. trachomatisが陽性であったのは 7人
（4.7％）， HPVが検出されたのは 12人（8.0％）であった。

今回の検討データをもとに Logistic regression解析
を施行したが，年齢，性交頻度，性的パートナー数，過
去の性感染症の既往は病原微生物陽性の有意な危険因子
として選択されなかった。

II． 世界的趨勢と札幌地区との比較
成人女性におけるクラミジアの無症候性感染の頻度は

高いと以前から報告されており，成書にも非常に com-
monと記載されている４）。男性では比較的女性に比べ症
状が発現しにくいとされてはいるものの，少なからず無
症候性感染が存在することが予想される。しかし，本邦
においては健康成人男性における性感染症の無症候性感
染に関する検討は少なく，その頻度は明らかではない。
今回の検討では C. trachomatisの無症候性感染の頻度

は全体の 3.4％であり，sexual activeな対象の 4.7％で
あった。Table 1に各国での報告を示すが，その頻度は
0.8％から 7.0％である。本邦の報告である Imaiら２）と本
検討に関しては対象を sexual activeな者とした。Kent
ら７）の報告では 0.8％と頻度が低かったが，対象が high
school studentsであり，年齢も他の報告に比べて低いこ
とが関与していると思われる。Imaiら２）の報告は本邦の
宮崎県を対象とした調査であり，他の報告に比べてやや
頻度が高いが，本検討に比べると性的活動の盛んな集団
を対象とした可能性も考えられる。本邦を代表する正確
な集団を設定することも調査することも不可能である
が，いずれにしても数％の頻度で健康成人男性のクラミ
ジア無症候性感染は存在し，その頻度は女性での報告と
遜色ないものであると考えられる。
本検討で初尿から淋菌が検出された対象者はいなかっ

た。初尿を検体とした淋菌における無症候性感染の検討
を Table 2に示すが，ほとんど検出されないといえる。唯
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Table 3. Detection rate of human papillomavirus in the asymptomatic men

Detection rateAgeNumberObjectCountryAuthor

7.1%19.8168SoldierFinlandHippelainen13）

8.7%19381College studentsKoreaShin14）

13.2%27.1235Patients＊SwedenWiksrom15）

42.7%29.3102College students and industry workersMexicoLazcanno-Ponce16）

8.0%22150College studentsJapanPresent study12）

＊Heterosexual men attending the STD clinic for HPV non-related reasons or for STD control

一 Chandeyingら５）の報告で対象者中 1人のみで検出さ
れているが，男性尿道に関しては無症候性感染が存在し
ないと考えてもいいものと思われる。しかし，最近では
咽頭の淋菌感染が問題とされており，咽頭感染例では無
症候性感染の存在が取りざたされており，外陰部以外が
リザーバーとなっていることが考えられ，今後検討して
いく必要がある。
HPVの無症候性感染に関する報告を Table 3に示す。

各報告の頻度は 7.1～42.7％と幅がある。HPVの自然史
に関しては自然消退などを含め，未だ不明な点が多いが，
その陽性率は sexual activityによると考えられており，
各報告での母集団の状況に依存している可能性がある。
しかし，Shinら１４）の報告と今回の検討は比較的対象者が
同様であり，若年健康男性の陽性頻度としては数％であ
ると考えてよいと思われる。今回の検討で検出された
HPVの DNA型はすべて，中・高リスク型であったが他
の報告でも低リスク型は疣贅などの症状が出現しやすい
のに比べ，中・高リスク型は出にくいとされている。し
かし，混合して検出されることも多く，本検討でなぜす
べて中・高リスク型であったかは不明である。中・高リ
スク型の HPVは子宮頸癌や陰茎癌の発癌にきわめて重
要な役割を果たしていることが明らかになっており，ワ
クチンの実用化も検討されている。今後 HPVの無症候
性感染の自然史を解明していくことは重要であろうと考
えられる。
大学生を対象とした健康成人男性における性感染症起

因微生物の無症候性感染に関する検討を行い，他の検討
と比較して報告した。本邦男性におけるクラミジアの無
症候性感染は女性での報告と比べても遜色ないもので
あったが，両性での無症候性感染は性活動の連鎖を通じ，
特に若年層に拡大していくものと推測され，実際に性感
染症の若年化が報告されている。これらの性感染症では，
不妊症や発癌のリスクも増大し，さらに同様な伝播経路
で HIVも無症候性に拡大していくことが懸念される。現
在教育現場で施行されている性教育は，妊娠・避妊に関
するものが主流であり，特に女子生徒を対象に施行され
る場合が多いとされている。男子生徒では妊娠・避妊に
関する事項もさることながら，性感染症に関する知識を
得る機会がきわめて限られている。高校生の多くが性体
験を有するとされる現在において，性感染症に対する知

識，予防に関する知識を啓蒙していくことが，この拡大
を予防する唯一の手段であるように思われる。
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The prevalence of asymptomatic infections of Chlamydia trachomatis,
Neisseria gonorrhoeae and human papillomavirus in

healthy young men

Yasuharu Kunishima

Department of Urology, Sapporo Medical University School of Medicine,
South 1, West 16, Chuo-ku, Sapporo, Japan

The high prevalence of asymptomatic sexually transmitted infections in Japan have become a serious pub-
lic health problem especially Chlamydia trachomatis infection in young women. On the other hand, it was re-
ported that asymptomatic C. trachomatis infection was found in young healthy men at the rate of several per-
centage. To estimate the prevalence of asymptomatic sexually transmitted infections in young healthy men
in Japan, we determine this study. Two hundred and four volunteers were recruited. The first voided urine
specimens and cotton swab wiping of the external genitalia were used for detection of C. trachomatis, Neisseria
gonorrhoeae and HPV. The participants asked to respond to a self-administered questionnaire for information
about sexual behavior as the frequency of sexual intercourse, number of current sex partners. The preva-
lence were 3.4％ for C. trachomatis and 5.9％ for HPV. No N. gonorrhoeae was detected. In sexually active men
who had regular sexual intercourse, the detection rate of C. trachomatis was 4.7％ and that of HPV was 8.0％.
The study showed that the prevalence of asymptomatic infections in young healthy men were not negligible.


